
別紙 1 

●免疫電気泳動 〔抗ヒト全血清による同定〕 
 

測定試薬終売に伴い、代替試薬へ変更させていただきます。 

これに伴い、報告内容が変更となります。 

 

▼泳動像の比較 

     <新>          〈現〉 

 
新規試薬は、現行試薬と比較して Hemopexin の沈降線（図中矢印）が捉えづらく、 

正確な増減判断を行うことが出来ません。試薬変更後は Hemopexin を除いた 

全 11 種類の蛋白を増減判定対象といたします。 

 

▼新報告書見本 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 2 

● プロテイン S(抗原量) 
 

所要日数を短縮することが可能な測定試薬に変更させていただきます。 

これに伴い、検査方法、基準値、報告範囲、所要日数が変更となります。 

 

 

 

 

▼現法と新法の比較 

 

 

 
 

 

 

      

 

●検査方法参考文献 安藤 秀実, 他：機器・試薬 41（5）：509～519, 2018. 
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別紙 3 

● プロテインS(遊離型抗原量) 
 

基準値をより詳細に設定した、試薬へ変更させていただきます。 

これに伴い基準値、報告範囲が変更となります。 

 

 

 

 

▼現法と新法の比較 

 

 
 

 

 

 

●検査方法参考文献 安藤 秀実, 他：機器・試薬 41（5）：509～519, 2018. 
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別紙 4 

● 可溶性フィブリンモノマー複合体(SFMC) 
 

全自動測定機器へ搭載可能な試薬へと変更させていただきます。 

これに伴い、検査方法、基準値、報告範囲、検体量が変更となります。 

 

 

 

 

▼現法と新法の比較 

 

 

 

●検査方法参考文献 八戸 雅孝, 他：臨床病理 60（12）別冊, 1139～1144, 2012．  


